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バングラデシュの障害当事者と障害者政策





障害課題へのアプローチとして Community Approaches to Handicap 
in Development（以下 CAHD と略）がある。このアプローチを推進して
いるバングラデシュの NGO の障害開発センター（Center for Develop-
ment in Disability：CDD）の代表であるノーマン・カーン氏（A. H. M. 

















本章の記述は，2009 年 12 月と 2010 年 12 月に筆者が行った，バング
ラデシュの障害者関連団体や当事者の人々へのインタビュー（2），および文
献調査にもとづいている。訪問地は，バングラデシュの首都ダカ（2009 年，
2010 年），北西部のガイバンダ県（Gaibandha Zila，2009 年），西部の
ラジシャヒ県（Rajshahi Zila，2009 年）（3），南部のボリシャル県（Barisal 
Zila，2010 年）である（図 1 を参照）。
本章は以下のように構成される。次節で，バングラデシュの障害者と











計結果を示している（4）（Danish Bilharziasis Laboratory ［2004： 13］）。




として最も新しく，かつ最も信頼性が高いのは国際 NGO の Handicap 
International と，バングラデシュの障害者関連団体のネットワークであ
る National Forum of Organizations Working with the Disabled 
（NFOWD）が共同で 2004 年に実施した標本調査である。この結果は
Handicap International and NFOWD ［2005］にまとめられている。
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の町と 3 つの村を選び，計 1 万 2000 人を対象としたものである。バング
ラデシュの都市・農村別人口比率が約 1：3 であることから，この標本の
地域分布は合理的である（Handicap International and NFOWD ［2005：
5-6］）。
結果として，人口全体の 5.6% が障害者であると推定されている。その
内訳は，農村の障害者比率が 6.0%，都市地域の障害者比率が 4.2% であ
る（6）。また障害タイプ別では，肢体不自由が 27.8%，聴覚障害が 18.6%，
言語障害が 3.9%，視覚障害が 32.2%，知的障害が 6.7%，重複障害が
















dhury ［2009： 8］）。この結果，2001 年に「バングラデシュ障害者福祉法」
（原題は Bangladesh Protibondhi Kollyan Ain）が定められた。これはバ
ングラデシュにおいて障害者の権利や差別の禁止を，初めて網羅的に定め
た法律であった。
そうしたなか，「国連障害者の権利条約」（United Nations Convention 
on the Rights of the Persons with Disabilities）（7）が起草され，バングラ
デシュは 2007 年に条約に署名，批准し，さらに 2008 年には同条約の選








強調される（Ahmed ［2008］, Al Faruque ［2008］, Chowdhury ［2009： 




（The Hindu Inheritance Act, 1928）はその第 2 条で，精神障害者（原
文では lunatic）と知的障害者（同 idiot）は，相続や財産共同保有の例外
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る NGO には登録が求められている。首相府の NGO 局（NGO Affairs 
Bureau）の統計によれば，2009 年 12 月現在で，約 2500 の NGO がバ










協議会（ベンガル語で Bangladesh Protibandhi Kallyan Somity：BPKS）





これについては国際 NGO である Handicap International がバングラ




論する。次項では CAHD について簡単な説明を与え，第 2 項では，その
バングラデシュにおける展開について述べる。最後に第 3 項で，現在バ
ングラデシュにおいて，CAHD が直面している課題について議論する。
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第二部門（secondary sector。地域 NGO または地方自治体），第三部門














CAHD はバングラデシュの CDD の活動を通じて概念化されたことか
ら，CDD の活動は CAHD 手法をまさに体現しているといえる。そのうえ
CDD は，CAHD 手法の普及により，バングラデシュ国内において，支配
的な第三部門としての地位を確立している（14）。したがって以下では，
CDD が主導する CAHD の実施のあり方について分析する。筆者は，
CDD ダカ本部（15）（2009 年 12 月および 2010 年 12 月），および CDD か
から知識・スキル・情報を得て，バングラデシュ各地で障害課題への取り
組みを進める NGO を訪問する機会（2009 年 12 月）を得た。訪問した
NGO は，バングラデシュの北西部のガイバンダ県（Gaibandha Zila）を
拠 点 に 活 動 す る 大 衆 開 発 セ ン タ ー（ ベ ン ガ ル 語 で Gana Unnayan 
Kendra：GUK）と，西部のラッシャヒ県（Rajshahi Zila）で活動をして
いる平等女性厚生協会（Samata Nari Kallyan Shangstha：SNKS）であ
る（16） 。これらの団体におけるインタビューと活動視察をもとに，以下の
記述を進める。
（ 1 ）バングラデシュにおける CAHD の展開
CAHD の実践的方法としては，地域開発に取り組んでいる NGO や政
府機関が，地域開発を行いながら，同時に障害者のリハビリテーションや
教育，啓発，組織化，社会参加促進などに取り組む，という形態を取って
いる。約 2500 の NGO が活動しているバングラデシュにおいては，ほと





このような状況下で CDD は，自らが第三部門になり，地域開発 NGO
を第二部門とする形で CAHD 手法を採用した（17）。地域での開発経験も土
地勘もある地域開発 NGO に，CDD が「障害と開発」に関する知識や情報，
スキルを与えることで，その地域開発 NGO の活動の範囲を広げようとい
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障害全般についての知識の習得も求められている。GUK でも SNKS でも，
複数のスタッフが CDD において，この 3 種類の研修のうちのいずれかを
受講していた。この研修を通じて CDD はバングラデシュ全土の地域開発
NGO に強い影響力を及ぼすこととなる。また CDD は宿泊施設つきのト
レーニング・センターに加え，義足・車いす工房ももっているので，第二
部門の地域開発 NGO は，義足や車いす製作についても CDD を頼りにす
ることができる。














この意味で CAHD は，既存の地域開発 NGO が数多く存在するバングラ
デシュに向いたアプローチであるといえる。
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BPKS や，イギリスの NGO でバングラデシュにも地域事務所をもつ Ac-










者団体設立を後押しし，実際に，障害者女性協会（National Council of 
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（ 1 ） 本章は，中間報告として執筆された山形［2010a］を大幅に加筆修正したもので
ある。
（ 2 ） バングラデシュの障害関連団体を訪問するに際しては，日本障害者リハビリテー
シン協会の上野悦子氏の協力を得た。ここに記して感謝の意を表する。
（ 3 ） 2009 年のガイバンダ，ラジシャヒでのヒアリングの様子は山形［2010b］に紹
介されている。
（ 4 ） たとえば 2002/03 年度の労働力調査（BBS ［2004：27-40］）は，15 歳以上の人




ける「障害」には 230 万 4000 人が分類されている。この「障害」に分類された非








（ 5 ） このように，障害者人口比率が低めに推定される傾向は，バングラデシュのみ
ならず，開発途上国で一般的である。森［2008a：224-226］を参照。
（ 6 ） 筆者は，首都ダカでの障害をもつ物乞いとの交流をエッセイにまとめたことが
ある（黒崎・山形［2003：134］，山形［2004］）。
（ 7 ） この条約の詳細については長瀬［2008］を参照。
（ 8 ） ちなみにこの条約の起草に当たっては，バングラデシュ関係者も大きな役割を
果たした，とされている（Chowdhury ［2009：7］）。
（ 9 ）  医学モデルは，障害の原因を障害者個人にのみ帰するとして，「個人モデル」
とよばれることもある。医学モデルまたは個人モデルについては，久野・中西 
［2004：第 3 章］，杉野 ［2007］，星加 ［2007：第 1 章］，森 ［2008b］などを参照。
（10） 現政権の障害者政策に対する積極性を示す報道がいくつかあるが，たとえば
Financial Express ［2009］を参照のこと。




（12）  Douglas Krefting は Handicap International に 所 属 し て い る。Krefting and 
Kreft-ing ［2001］は，Krefting ［2001］を簡潔にまとめている。久野［2008a：55-
58］も参照のこと。
（13） CBR については，久野［2008b］，久野・中西 ［2004：181-187］などを参照のこと。
（14） それは CDD の役員複数名が，障害者団体のネットワークである NFOWD の役
員も兼任し，バングラデシュ障害者福祉法の改定案の起草にかかわっていること




（15） インタビューの相手は A. H. M. Noman Khan （Executive Director），Nazmul 
Bari （Director），Md. Anisuzzaman （Coordinator）をはじめとする CDD のスタッ
フである。
（16） どちらの団体も，正式な英語名はない。CDD の紹介により，両団体の協力を取
りつけた。GUK （http://www.gukbd.org）には 3 泊 4 日滞在した。SNKS につ
いては，まる一日，ラッシャヒ県のバガ郡（Bagha Upazila）に位置するバガ支部
とその周辺地域での活動を見学した。








インタビューである：Khandaker Jahurul Alam 氏（障害 NGO のひとつである
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Centre for Services and Information on Disability の Executive Director。CDD
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